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り﹆すべて 生産手段︵資本や土地など︶の所有がすべて国家のものとなり﹆公有制という意味での計画経済が完成していく。 のシステムによって﹆農村の農民に食糧﹆綿花を供出させ 政府が管理し﹆それを都市の住民に配分するよう な た。工業に必要な原材料も政府が管理し﹆物価も統制し﹆各企業に配分する形 形成された。
一九五三年には第一次五カ年計画が始動し始め﹆工業生産の財の生産に関
する計画が策



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































府はどこまで市場に関与するのか﹆政府が主導してきた市場 済改革の諸力に対し﹆政府自身が攻防を迫られている。結局﹆社会主義市場経済 は﹆政府が市場 どう絡むか﹆どこまで退出し﹆どこまで死守 のか﹆政府の経済活動の﹁前線」をどこ 置くか いう攻防なのである。
